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カ
ネ

小
松
住
鎌
倉
作
と
切
っ
て
ゐ
る
。
涼
腿
四
年
授
。
従

来
金
滞
住
の
清
磁
衆
巻
と
小
法
住
の
清
臓
衆
容
を
別

人
と
見
た
の
は
純
で
あ
る
。
四
代
五
郎
右
衛
門
鎌
倉

は
寛
文
の
比
金
持
に
佳
し
、
制
民
州
金
梯
住
衆
傘
寛
文

七
年
な
ど
L
切
る
。
五
代
五
郎
右
術
門
衆
容
は
亭
保

頃
の
人
と
し
、
賀
州
住
品
液
晶
也
と
切
る
。
次
い
で
木
下

藤
右
衛
門
の
子
が
養
は
れ
て
八
太
夫
衆
容
と
い
ひ
、

衆
容
と
切
る
。
こ
の
頃
か
ら
宮
村
氏
を
蚊
村
氏
と
改

め
た
如
く
、
そ
の
子
喜
三
郎
の
慨
に
能
楽
の
大
鼓
打

と
な
っ
て
鍛
造
を
厳
し
た
。

カ
ネ
マ
キ
シ
ヂ
ツ
グ
印
牧
重
次
逝
稽
少
兵
衛
・

粥
六
左
衛
門
。
初
部
昌
俊
。
貞
享
四
年
父
少
太
夫
の

也
知
三
一
白
石
を
制
捜
ぎ
、
宇
出
棒
関
統
許
・
改
作
奉
行
・

金
滞
御
臆
式
御
用
に
限
任
し
、
費
永
二
年
二
保
育
忠

夫
人
附
と
し
て
五
十
石
を
加
へ
、
亭
保
二
十
年
六
周

サ
四
日
九
十
歳
売
以
て
夜
し
た
。
子
源
六
代
要
人
延

古
ロ
ハ
後
以
正
〉
コ
一
百
五
十
石
を
製
い
だ
が
、
嘉
永
二
年

十
二
月
三
日
自
省
し
、
そ
の
子
九
兵
衛
に
安
政
元
年

十
二
月
税
交
の
諮
知
の
中
百
三
十
石
や
・
賜
う
て
新
た

に
家
を
興
し
た
。

カ
ネ
マ
キ
ジ
ロ
ベ
Z

印
牧
次
郎
兵
衛
天

E
十

三
年
四
局
入
目
前
回
利
家
が
鳥
越
城
攻
醸
の
時
佐
々

成
政
に
従
ひ
て
横
山
長
知
と
合
槍
し
、
後
来
っ
て
前

m利
長
の
民
と
な
っ
た
。
寛
永
六
年
諸
士
の
戦
功
を

繭
査
せ
ら
れ
た
時
、
横
山
長
知
が
九
周
十
三
日
白
銀

に
て
今
枝
民
部
に
提
出
し
た
鶴
に
、
『
鳥
越
城
下
に
て

拙
子
鈴
の
様
子
、
佐
々
内
臓
助
小
姓
印
牧
次
郎
兵
衛

と
巾
者
に
て
候
。
彼
者
の
鎗
は
畏
柄
、
我
等
は
持
鎗

に
て
候
磁
に
、
印
牧
鎗
我
等
協
下
に
話
。
創
付
候
。

共
の
漣
今
に
有
之
候
。
彼
次
郎
兵
衛
は
、
越
中
を
利

世
界
線
御
奔
領
按
成
候
以
後
、
御
家
中
ヘ
按
召
出
、
母

御
預
、
卸
使
者
に
接
担
仕
候
慮
、
其
の
接
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カ
ネ
マ
キ
ナ
ホ
カ
タ
印
牧
直
方
泊
栴
は
前
八
・
納
艇
に
も
金
丸
の

ωか
れ
が
見
え
る
。

郎
。
掛
川
護
と
践
し
、
泣
・
織
に
工
み
で
巡
銃
老
成
、
ま
カ
ネ
マ
ル
シ
ヤ
キ
金
丸
結
記
一
加
。
腿
島
泌

た
締
や
・
晴
ん
だ
。
延
従
六
年
齢
お
役
に
任
ぜ
ら
れ
、
金
丸
村
街
那
法
制
像
.
石
制
祉
の
鰍
起
で
、
枇
悼
の
来

新
知
百
石
や
・
受
け
、
元
文
二
年
七
十
九
歳
や
.
以
て
波
服
、
年
巾
の
訓
事
供
物
、
域
内
の
抑
制
跡
等
荷
担
し
て

し

た

。

一

あ

る

。

氏

一

苅

元

年

六

月

撲

と

あ

る

が

、

そ

の

年

蹴

は

カ
ネ
マ
キ
ナ
ホ
ミ
チ
印
牧
直
道
辿
栴
稔
次
郎
。
↓
挺
は
し
い
。

授
は
中
村
正
伯
の
二
男
で
、
前
八
郎
直
方
の
後
や
・
受
一
カ
ネ
マ
ル
ジ
ヨ
ウ
金
丸
城
山
島
都
議
丸
に
在

け
、
元
文
二
年
除
百
石
や
・
裂
い
だ
が
、
資
附
十
八
年
一
っ
た
。
も
と
そ
の
鑓
に
仰
快
山
長
谷
寺
が
あ
っ
た
か

夫
折
し
た
。
直
讃
は
容
梢
と
説
し
、
持
才
あ
り
、
交
-
ら
、
仰
桃
山
挺
と
も
い
ひ
、
ま
た
仰
仲
.
寺
僧
一
に
も
作

小

僧

を

能

く

し

た

。

一

る

。

郎

永

二

年

四

月

桃

井

斑

常

の

付

入

し

た

時

、

カ
ネ
マ
キ
ヒ
ロ
ナ
ホ
印
牧
弘
直
泌
都
M
T
階
。
得
川
加
賀
介
欽
隠
金
丸
城
に
煎
っ
て
育
見
方
.
M
拘
助
に

寛
文
十
二
年
伊
入
荷
八
郎
就
遊
の
治
知
百
.h奇
襲
ぎ
、
邸
し
た
こ
と
は
、
そ
の
軍
忠
依
に
見
え
る
。
天
正
七

定
番
御
馬
廻
に
班
し
、
次
い
で
金
抑
御
腕
式
御
用
訟
・
-
年
槻
弁
品
以
降
等
は
仰
枠
.
寺
に
八
代
肥
後
脅
也
い
た

捌
場
道
具
渡
奉
行
と
な
り
、
.
夫
保
元
総
・
況
十
.h脅
加
…
が
、
八
年
六
月
M
N
辿
加
が
謎
脇
の
織
に
蹴
っ
た
時
、

ヘ
、
十
四
年
波
し
た
o

-

仰
悦
寺
の
砦
は
闘
育
お
術
門
が
火
や
・
縦
っ
て
鑑
定
し

カ
ネ
マ
タ
袋
幕
加
賀
の
万
工
。
白
州
作
.
無
謀
・
た
と
あ
る
。

と

切

る

。

事

保

以

降

の

頃

。

叫

カ

ホ

マ

ル

タ

ケ

ク

ラ

エ

ン

ギ

金

丸

多

鎮

倉

縁

起

カ
ネ
マ
ザ
祭
政
加
賀
の
万
工
o
地
梶
山
削
久
一
一
加
。
鹿
島
都
中
一
丸
村
多
気
代
祉
の
縁
起
で
、
承
臨

左
衛
門
。
甚
之
友
衆
置
の
門
人
。
加
州
住
綾
政
と
切
一
一
年
仲
秋
石
見
附
人
森
代
慣
の
漢
文
で
畑
山
定
せ
し
も

b
、
明
治
二
年
の
作
が
あ
る
O

司
の
。
文
巾
に
常
駐
が
式
内
能
常
生
凶
玉
榊
祉
で
あ
る

カ
ネ
マ
サ
憲
政
珠
洲
郡
巾
ハ
部
務
名
〉
の
内
の
↑
と
の
俗
説
が
記
し
て
あ
る
。

小

字

。

…

カ

ネ

マ

ル

デ

金

丸

出

臨

時

地

会

丸

保

に

臨

す

カ
ネ
マ
ツ
シ
ユ
メ
袋
松
-Z
馬
借
入
は
締
山
忠
次
一
る
部
帯
。
天
和
七
年
余
丸
領
そ
新
聞
し
て
出
来
た
も

の
奥
カ
苦
闘
治
右
衛
門
。
毛
馬
、
沈
永
二
十
年
前
削
の
で
あ
る
。

光
高
に
小
々
一
持
と
し
て
召
出
さ
れ
、
新
知
ご
百
.
石
を
一
カ
ネ
マ
ル
ド
マ
リ
ノ
ジ
ン
ジ
金
丸
泊
の
神
事

受
け
、
侯
の
内
穏
に
よ
っ
て
母
の
策
総
氏
青
白
し
能
積
一
宮
対
多
帥
祉
に
於
い
て
、
役
時
毎
年
二
用
中

た
。
後
御
馬
廻
組
・
定
検
地
潜
行
と
な
り
1

元
磯
九
一
来
日
の
タ
品
川
に
行
号
た
跡
事
。
こ
の
時
脂
血
仰
郡
金
丸

年

九

周

を

以

て

夜

し

た

。

一

の

宮

で

は

待

前

の

刑

事

が

あ

り

、

設

巾

日

一

宮

の

制

カ
ネ
マ
ル
金
丸
路
島
滞
金
丸
保
に
邸
す
る
部
一
興
金
丸
に
幸
し
て
動
座
加
持
の
跡
事
と
い
ふ
や
・
行

務
。
永
党
寺
縦
正
中
ご
年
ご

M
十
八
日
縄
市
山
在
一
刊
の
一
ひ
、
翌
日
設
御
す
る
例
で
あ
っ
た
。
安
正
十
二
年
か

文
書
に
、
『
直
性
後
家
四
意
沙
揃
尼
逝
去
後
忌
日
用
一
ら
そ
の
事
止
ん
だ
と
い
ふ
。

忌
如
v
前
可
v
訪
o
信
何
寄
鑑
回
参
段
在
=
同
闘
金
丸
市
一
カ
ネ
マ
ル
ホ
金
丸
保

一
九
四

町
三
段
費
、
承
久
元
年
機

-Im定
』
と
あ
る
。
後
川

亦
金
丸
保
が
あ
る
。

カ
ネ
マ
ル
ホ
金
丸
保
邸
烏
榔
に
回
し
‘
滞
政

時
代
で
は
、
金
丸
・
金
丸
町
・
鹿
島
崎
町
・
能
脅
部
一
ト
の

四
ヶ
村
を
含
ん
で
府
た
。

カ
ホ
£
ツ
袋
光
加
賀
の
万
工
。
衆
光
と
切
ろ
-
。

躍
長
頃
。

カ
本
モ
ト
築
元
加
賀
の
万
工
。
趨
稿
漏
兵
衛
。

天
正
の
頃
越
前
大
野
か
ら
来
住
し
た
と
い
ふ
。

カ
ネ
モ
リ
金
森
以
南
部
鴨
川
の
内
の
小
学
。

カ
ネ
ユ
キ
袋
奉
加
到
の
万
工
。
甚
之
示
一
粂
久

の
弟
と
い
は
れ
る
。

カ
ネ
ヨ
シ
包
義
加
賀
の
刀
工
。
加
州
最
得
一
佐

藤
原
包
義
と
切
る
。
卒
保
頃
。

カ
ネ
ワ
カ
袋
若
加
賀
の
万
工
。
辻
村
氏
。
従

来
の
説
に
銭
れ
ば
、
初
組
青
四
方
助
銑
若
と
し
、
天

正
の
頃
美
総
の
闘
か
ら
移
出
し
た
と
す
る
が
、
そ
の

形
跡
は
甚
だ
部
弱
で
あ
る
か
ら
探
ら
ぬ
。
今
記
録

及
び
作
品
等
か
ら
見
る
に
、
加
賀
に
入
凶
し
た
飛
若

の
初
代
は
甚
大
で
、
隠
長
十
四
年
の
作
が
最
も
古
〈
、

元
和
五
年
八
周
越
中
守
高
卒
と
殴
銘
し
、
寛
永
四
年

の
頃
授
。
二
代
は
高
卒
の
長
子
で
、
四
郎
右
術
門
衆

若
と
い
ひ
、
寛
永
五
年
か
ら
殻
平
と
銘
じ
、
承
勝
一
一
一

年
八
月
の
作
を
最
終
と
す
る
。
残
年
不
持
。
一
一
一
代
は

高
卒
の
三
男
で
、
兄
景
平
の
後
を
襲
い
だ
叉
助
鍛
若

と
し
、
寛
永
六
年
の
初
銘
や
・
見
る
が
、
爾
後
の
作
品

売
倣
き
、
明
国
間
以
降
に
来
っ
て
頓
に
多
〈
、
延
総
一
点

年
E
H六
十
五
歳
で
授
。
四
代
は
叉
助
衆
若
の
良
子

で
、
幼
名
四
方
助
、
後
に
四
郎
右
衛
門
殺
若
と
し
、

元
除
頃
ま
で
の
作
話
多
〈
、
芭
徳
元
年
五
周
波
。
一
丸

一
代
は
四
郎
右
衛
門
設
若
の
長
子
で
茜
太
夫
集
者
と
い

鹿
島
郡
に
在
っ
た
。
承
一
ひ
‘
元
文
の
頃
に
歪
b
、
六
代
は
茜
末
夫
象
者
の
長


